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Tween80加培地に対する揃し清の影響に関する研究

第2報　抗酸性菌並びに大腸菌に対するモルモット血満の影響
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　　　　　　　　　　　　（1）jrector　，1）rく⊃f，　「1、，　’raZcしki）

　　　　　　緒需　　　　　　　 爽験材料並びに輿験方嶽

　　結核免疫における液性闊子の役害IIにっいては今田否　　　　1、　使用1繁i株，教室保存の∫ζ腸隊ll㌔株　岡1”：予防

　建的見方が強いのであるが曾前L中抗休の防響ll力を認め　　　衛生研’うll所より分4きれ敦二．　M。　SC，　M（1躍llUltis・：ll　；：・－101

’た報徹、多く，齢①，伊藤①，　紡⑨、嗣画本　科こ，M．．pl’、1、i，鳥7鰍｛蝋Ki，，hb・贈訓1い，穴

　間⑤等は免疫「飢溜の抗i糊犠ご認めていゐ。　　　　　　腸菌B31株のみは普1酬琉斜lfli培地に，他は小川培地

　　又正常動物血溝についてもB‘）issevm｛n⑥は，稀釈　　層に継代して使「iilした。

　されない血溜は殺菌作用を示すが合成培地において稀　　　　2）　使用lfi1　・｝tr・！，i，輿験①に諏いて非働性｛血溝靴月］いた

　釈された人，馬．・T：ルモツ｝・，家兎．羊の正血L溝は結接　　　以外P蛸智報と間じ。

「繭の増殖劇足進すると述ぺ，三浦⑦は，S．C．M．法な　　　3）試験管，抗酸性繭の掴1翻1鞭には前轍同様のL

　用いた舞験で，Ml：常モルーTツト前1溝には結核菌増難〔阻．　　禦試験管を使用したが，大腸菌B尉1こについてはL型

　止作用が存在すると報告している。　　　　　　　　　　試験櫛と岡様に特別セこ製作した中猷験管を併用し，簡

　’教壼の柳沢⑤⑨も，1％Tw80カ11　S。ut。n無鐸1　報と同1藻に処理して側llした。

　培地を用い，工E憎モルモット血満の示す結核菌増殖抑　　　4）使用培」！也，Sauton培地，　Watson培虫也，ブイ

　制作用について，thl．tWi1000倍稀釈まで結核菌の増殖を　　　wン培地（肉ユキスはミクニ印を使用した）。

　抑制し，Tw80を添加しない1血満単独添加の場合には　　　　52振齢培遼器，　L型試験瞥の使用に際し．ては箭報

　50倍稀釈まで抑制したにすぎなかったためこれをTw　　　と同様に行ったがrb試験管の振灘には幽蒙製の3？°C

　80と血清の協同作用による増殖抑制1乍用と報告を行つ　　　悩湿水槽振鍛培養器を用い，1分間100往復の前後運

たe私も前報で此の増殖抑制作用を人型結核菌H2株，　　動を行うようにした。

　単型結核菌Ravene1株患者分離株5株を用いて実　　　6）振難培養法，前報尚様に行つたが，菌の接種は

験，確認し，更にSauton培地Dtibos培地の何れ　　　別に実験威緻の項で示す。

　の培地においても抑制作用が認められるが・この結核　　　　7）　増殖度の測定，前報と同じ。，

顧増殖抑制作用は菌貴の増加とともに減弱し，更に象

，兎並び忙モルモツトの免疫前血清と免疫血蒲の示す抑　　　　　　　　爽験成績

制作用には差が認められない事を報告した。　　　　　　　　D鳥型菌Kirchbag樵，　M・phlei，　M．　smegm－
1

　　穂以上の’Tw80との協剛棚による結核菌燃　 ・ti・4172一ユ011朱に対する蹴翻制作用。

抑制作用にづいて趣の抗酸朧及び大月臓を用いて　『前報V・於て人型，牛型徽菌鰍肌て柳沙⑱⑨が

　実験を行い，薦の種類，血満の種類，蘭髄の変化，試　　　報告した増殖抑制作用力～符現し得ることを報街した

験馳の種癬について考察を加え，興味ある知見を　が，更に他の1ブ〔醐榊こおいてもこの抑希1昨用が認め

得たのk’報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　られるか否か考察してみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験は何れの菌も小川培地から5mg靴1％Tw80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加Sauton培地で24時間振爵し均等な増殖を行はせ
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た後その10－’1稀釈菌液lmlをモルモツト血満10，　　　　図1の③　M．　smegmatis　4172－：tOll朱に対する

100，　10001音稀釈添加した試蛎亟1培地に接種した。実験　　　　　　　　　∬紅清の影響

成績は図L（①②③）のように鳥型菌Kirchbag株

図1の①　鳥型菌Kirchbag株に対する1血L溝の影1響i
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図1の②　　M．Phleiに対する血蒲の影響
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拶多〆””　一　’嚇『胃…　・・72－1・・榊・もは柵・抑flili作」U・禰囎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その理rh捻追求するために大腸菌Bn株を用いて菌

　　　　　　ダ　　　゜　　8＿．＿噸時　必卜　al　A°
　　　　　　／
　　　　／
’　　　／

　o　　　　　　　　ほ　　　　　　　a　　　　　　　3　　　　　　　も
　　　　　　｝→6　　　　　　　　　　　　　　：鼠，培地等を変えて考察を行つた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①摘種菌量による0・D・の変化，並びに生菌数の

は10倍，100倍稀釈血満では0．D．の増加が認められ　　消長。

ず，1000倍稀釈血満では軽度なカミら0・D．の増加が認　　　薪ヨ覧寒芙斜画培地i2il｛爵問培養の菌でv・2mg／lmlの

められその増殖抑制作用は滅弱していた。M，　phlei　　菌液をf’1…製し，その1，5，25，125，625倍の稀釈液

は10倍稀釈血清では2日間軽度の0．D，増加をみた　　　各1m！を1％Tw80加Watson培地に接腫，37cC慨

が2日目以降は0．D．の増加はなく増殖を抑制してい　　　温水槽中で振滋し，0．D．測蜜とともにU，2，5t　7，

た。100倍，1000倍稀釈血清では増殖抑制作用はみら　　　9時に生菌数を検した。実験成績は図1，褒Lに示
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裏1・　　　　　　　接種菌最に対する孟k傭数の消長
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図E．接種菌1畏：と0．D．変化の関係（大腸菌B3株）　　　図皿．大｝1易菌B3零株の最少菌1轟：に対する，［鰭1量の影響
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　爵離唱鷺篇三葦；寒乳誌．藁二耀窩二瓢二二：二
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　　　一日・｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様な0．D，増加を示し増殖を抑制しなかつた。

されるように25倍稀釈以下の接種では著明な調整期の　　　　③’1％TwSO加Watson培地における静澱培騰。

延畏をぎたしたが尚増殖を認め，又生菌数の消長も　　　培養条件の変化による増殖抑制作用を検討するため

QD．の増加とほぼ一致した。　　　　　　　　　　　1％Tw80加Watson培地に：125倍稀釈繭液1mlを

　　②　最少菌畢1に対する増殖抑制fF用。　　　　　　　接種して静羅培鐘な行つた。実験成績は図Wに示され

　これ迄案験に使用した抗酸性萬のうちM．Smeg一　　るように災験⑨と間様の結果であり振幌培養と静1澱培

matis，4172－］，Ol株は，人，牛，鳥型結核i歯に示され　　　養とでは抑制rF用に変化はみられなかつた。

た増確抑制作用がみられなかつたが，M，　smegmatis，　　　④　」血消を56°C・30分加熱して・非働性とした場

4172－101株はこれ等の曝1に比較してGeneration　Ti一　　合の抑制作用の変化。

meが短いため増殖速度が速く，叉前報に報告したよ　　　　56°C，30分加熱した非働性珀L清・ユOf≠↑稀釈を1％

うに人型結核菌の場合接種菌鍛の増加に伴つて増殖抑　　Tw80カll　Watson培地1こ添加しo・2ing／lrnlのlo”　t

制作用は減弱するのでWatson培地を用いて実験①　　　稀釈菌液1mlを接種・愉孟註水槽中で振盈培餐を行つ

の最少菌童を接種しL型試験管で振盈培養を行つた。　　　た。働性血清に完全に増殖を書η1制したが，非働憐血L清

実験成績は図m　｝・こ示されるように血清10倍稀釈添加の　　は対照同様で増殖を抑制しなかつた。

場合完全セこ増殖を抑制，10Q，1000倍稀釈では対照と　 ⑥1％Tw80加Suuton培地を使用した揚脅の
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図IS「　　静醗培義の場合の通L蒲の影響（WatSQn培　　田w80カ［l　Watson培胞では振雛，静置培凝と4，に，

　　　地）　　　　　　　　　全く柵1を榊1してV、たのに肌・％Tw80カll．S。u－一
闘，9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ton培地では対照と岡様で抑11iu作用は全く認められな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつた。
　　H　ノゆ　
：：ニニll講轡血；勝加　　　　　　　　　　　　⑥　最少菌∫費に対するi％Tw80加Sautt）n　ll↑1地
一一一t雇 @　　　　　　　rePDイ昔　　砲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1こおける増殖抑fklJ作月il

　　　　　　　　　　　一諏　　一一．　　　艶験⑤においては，かなり大階の菌を使用したため

強黛選鵠灘豪瓢三＝二二二：二灘∵二こ1．r．：：：一一一・　　得たが，従灘培地の種類によつて礁満の増殖1嘱｛；11作｝il，j

」　“・ξ・1°1“”1’12s’u　が萱≧q敵す㍑とは鯉7がない誠｛、、　Thjditt、、。d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Waaler⑭は赤痢菌に対す為1［1｛常モルモツト働性血澗

増殖抑制作用。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の》Rす増殖抑制fノド用についてR型菌はS型菌と焦鞍し

　増殖抑制作丹1とSauton培地との間に1剰係がある　　　て敏繊な感性癒示”むことな報告している。私はこれ等

か否かを追求するため結核培地であるSauton培地　　　のノ1まを瞳求するため大腸菌H｝ヨ株のS型動血ぴにR型を

を使用して大腸菌Bぺ殊の振llll培ヨ燃r行つた。菌の接　　　用い，1％Tw8｛〕加並びに非添加ブイ闘ン，　SautOn，

種には普通寒天斜面培地12時間培蝿の菌o．5mg／正ml　　Watson培地で10，20，40倍稀釈」血滴の増動1〔抑制作

を用いた。饗験成績からは・血蒲10倍稀釈は，1％　　　用を玄ヒ鰹検討した。接種繭搬ほ実験①の125倍稀釈

図Vの①　　WatSon培地でのJ血消の影響　　　　　　　図Vの①・　Saut（⊃n培地での血L澗の彫響
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1・n憶用いた。づ搬の結果s章貼R型については，R　告し私も前報でJE［の抑制f’［…月情入型糊鶴I　II，・株，

型は80倍稀釈血清でも抑制せずその増殖抑制作用に差　　　牛型結核菌Ravenel株，患者分離株を用いてIllL認し・

は認められなかつた。又Tw80非添加の場含Saut－　　一ドにこれはSauton培地，　Dubo培地何れの培地に

on・Watson培地ともに著日月な菌の凝藥が認められ　　　おいても，認められ，るが凶ll：の増加とともに，減弱

0．D，の測定は困難であった。ブイ…1ソ培地において　　　し，家可｛1並びにモルモツト旺）免疫【IIL清の」気す1曽殖抑制

はTw80の有無に関係なく10，20倍稀釈血！．清でも増　　　作用は，赤」血球凝集反応の．t：m・があるにもかxわ1，、’1

夢」Er．lll］制作用1叡示さなかつた。1％Tw80加Sauton，　　ず，免疫前のそれと1’ヒ較して，有意1ノ）C・：．が11忍められな

並びにWatson　j椰【11での1〔｝，20，40fl？稀釈lrll清の抑　　　いこと紹ll告したo

制f／1用は図V（①④），表1［に示さ：1・1．るようにSauton　　　私はiイ》i呈1こおいて1｝ごに，鳥型菌IKirchbag秣，　M・

培地では］0，20，40倍稀穐血L満は何れも1ダP制作用は　　　Ph］ei，　M。　Smegmatis，4172…1〔）1株及びVdlSiur1’B　fl

示さず，WatSon培地では1〔1，2〔｝，・10倍稀釈血清は　　　株，を使｝1」して以li；の胸｛IFI：抑llll　l↑tlN　k検討し鳥測lll

金く増殖を抑制していた。　　　　　　　　’　　　　　Kirchba息株においては、人，牛禦結核菌師1様に抑制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作jTl　t）　憩めたがM．　Phleiでは10倍稀釈［11L溝にのみ抑

刻。W。・…，並びにS。。・。。培地での・1，轍1脹　fiiUt作111瑠y・られ・M・Sm・・m・tis，41721°琳1・お

　　の比較。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いては1〔賠稀釈1白酢ll添加の場合にも対ll！蔽同様び、f）．1：）・
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